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表-1 実施項⽬
項⽬ 内容

1 ⼯事関係書類の押印 ⼯事関係書類の押印を廃⽌

2 施⼯計画書 軽微な変更の場合， 変更施⼯計画書の提出は不要

受発注者間の書類のやりとりを電⼦メールにて⾏うことができるものとする 
(情報共有システムを活⽤しない場合)

発注者が発議する資料は、発注者が作成する

⼯事名，⼯事場所等はカタログやパンフレットへの記載不要

事前に認定された材料について，認定証，総括表及び試験結果の提出は不要

5 安全・訓練等の実施報告書 監督職員への提出は必要とせず，提⽰とする

6 実施⼯程表 監督職員への提出は必要とせず，提⽰とする

7 建設業退職⾦共済制度 関係資料 受払いに係る確認資料について，提出・提⽰ ・提⽰不要 を明確化

8 出来形管理，品質管理 提出部数は，1部とする

9 品質規格証明書 材料納⼊伝票の提⽰は不要

写真毎の説明欄への記⼊や略図の添付は不要

使⽤材料の形状⼨法写真の省略

監督職員等が臨場して段階確認した場合，出来形管理写真の撮影は不要

産業廃棄物処理の状況写真について，品⽬・処分場毎に1回の撮影とする

排出ガス対策型建設機械の使⽤状況写真の撮影は不要

⼯事写真帳・⼯事写真整理帳の紙媒体での提出不要

11 ⼯事写真整理帳 写真⼀覧及び⼯事写真整理帳の作成，提出は不要

12 再⽣資材，建設副産物に係る様式の簡素化 旧様式７種類を新様式４種類へ変更

13 当初契約⾦額５００万円未満の⼯事書類簡素化 ⼯事関係書類⼀覧に「５００万円未満の必要書類」の項⽬を追加

14 ⼯事写真の撮影・提出頻度 ⼯事写真の撮影・提出頻度の明確化

15 ⽔道⽤資機材整理簿 ⽔道⽤資機材整理簿は提出不要

16 設計図書の照査確認資料 照査結果の提出資料は事実が確認できる資料のみでいい

17 施⼯体制台帳 施⼯体制台帳、添付書類の提出は必要最⼩限とする

18
⼯事特性・創意⼯夫・社会性等に関する
実施状況

説明資料は簡潔に作成し、最⼤14項⽬までの提出可能

10 ⼯事写真帳

4 材料承諾願

3 ⼯事打合せ簿
改定

追加

改定

一部追加

追加

追加

追加
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前頁の続き
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